
2024年　第188号　令和5年12月定例会の内容をわかりやすくお知らせします

一般財団法人千葉県勝浦海中公園センター一般財団法人千葉県勝浦海中公園センター
とと市議会市議会

特集記事（対談）　� ２・３Ｐ
審議結果・トピックス　� ４～６Ｐ
委員会活動等� ７～９Ｐ
一般質問� ９～1３Ｐ
きみの未来、あなたの未来� 1４Ｐ
議会のうごき　編集後記

令和６年２月
広 報 広 聴
常 任 委 員 会
0470-73-6662

対談！対談！



美
し
い
自
然
と
、温
か
い
人
々
が
暮
ら
す
勝
浦
。

一般財団法人
千葉県勝浦
海中公園
センターと
市議会

　特集記事第35回は、一般財
団法人千葉県勝浦海中公園セ
ンター職員の皆さんとの対談で
す。
海中公園の歴史や活動につい
て語っていただきました。

【�

海
中
公
園
の
設
立
経
緯
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
】

 

●�

勝
浦
海
中
公
園
が
位
置
す
る
勝
浦
市
鵜

原
地
区
は
、昭
和
49
年
に
自
然
公
園
法
に

基
づ
く
勝
浦
海
中
公
園
地
区
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
52
年
２

月
、
海
中
公
園
の
保
護
と
、
外
房
地
域
の

観
光
拠
点
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の

整
備
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

千
葉
県
と
勝
浦
市
、鵜
原
漁
業
協
同
組
合

（
現
新
勝
浦
市
漁
業
協
同
組
合
）の
三
者

に
よ
り
、財
団
法
人
千
葉
県
勝
浦
海
中
公

園
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

後
、平
成
25
年
４
月
に
一
般
財
団
法
人
に

移
行
し
、現
在
に
至
り
ま
す
。

【�

海
中
公
園
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
】

●�

海
中
公
園
の
メ
イ
ン
施
設
で
あ
る
海
中

展
望
塔
は
、
昭
和
55
年
９
月
に
完
成
し
、

同
年
の
11
月
か
ら
営
業
を
開
始
し
ま
し

た
。展
望
塔
は
鉄
骨
鋼
板
製
の
円
筒
構
造

で
、
高
さ
が
24.4
メ
ー
ト
ル
、
重
さ
が
約
１

千
ト
ン
、水
深
は
８
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

　

�

そ
の
他
、事
務
所
が
入
居
す
る
管
理
棟
が

あ
り
ま
す
。

【�

利
用
客
増
加
の
た
め
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
？
】

●�

今
一
番
注
力
し
て
い
る
の
が
、新
し
い
お

客
様
の
開
拓
で
す
。
そ
の
た
め
、
近
隣
の

宿
泊
施
設
や
道
の
駅
、レ
ジ
ャ
ー
施
設
等

に
対
し
、入
場
料
金
の
割
引
券
付
き
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
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タ
ー
）や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
を
利
用
し
、

当
日
の
海
中
の
透
明
度
や
観
察
可
能
な

魚
の
種
類
、映
像
等
の
配
信
を
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
等
の
取
材

に
対
し
て
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
に
よ

り
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
拡
大
、
Ｐ
Ｒ
を

図
っ
て
い
ま
す
。

【�

活
動
し
て
い
て
大
変
な
事
や
嬉
し
か
っ
た

事
は
？
】

●�

海
中
公
園
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
は
、荒
天
の

日
を
除
き
ま
し
て
、年
中
無
休
で
営
業
し

て
い
ま
す
。
自
然
が
相
手
な
の
で
、
晴
れ

て
い
て
も
、強
風
が
吹
く
と
安
全
第
一
の

た
め
営
業
を
見
合
わ
せ
た
り
、臨
時
休
館

に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ

る
た
め
、楽
し
み
に
し
て
い
た
お
客
様
の

入
場
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、申
し

訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。嬉

し
い
と
き
は
、お
客
様
に
自
然
の
魚
が
見

ら
れ
て
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
と
言
っ
て
も

ら
え
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
海
中
展
望
塔
の
状

況
を
発
信
す
る
と
、い
い
ね
を
も
ら
え
た

り
、コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
と
と
て
も
嬉

し
く
感
じ
ま
す
。

【�

勝
浦
市
の
魅
力
や
課
題
に
つ
い
て
】

●�

勝
浦
は
、
山
が
あ
っ
て
、
ま
た
海
が
あ
っ

て
、
自
然
が
豊
富
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

ま
た
、勝
浦
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
が
温

か
い
と
い
う
こ
と
が
、魅
力
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
勝
浦
市
の
課
題
で
す
が
、

働
く
場
が
少
な
い
こ
と
、生
ま
れ
育
っ
た

地
元
の
子
ど
も
や
国
際
武
道
大
学
生
な
ど

の
若
者
が
、学
校
を
卒
業
し
て
市
内
に
就

職
で
き
れ
ば
、多
少
な
り
と
も
人
口
減
少

を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

【�

今
後
の
抱
負
や
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

●�
目
標
は
、入
場
者
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

で
す
。入
場
者
数
は
施
設
オ
ー
プ
ン
の
翌

年
度
で
あ
る
昭
和
56
年
度
の
61
万
８
千

人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
年
々
減
少
し
、
令

和
２
年
度
に
６
万
８
千
人
ま
で
落
ち
込
み

ま
し
た
。
そ
の
後
、
現
在
は
年
間
12
万
人

程
度
ま
で
回
復
し
今
年
度
も
昨
年
度
を
上

回
る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
い
ま
す
。海
中

公
園
、海
中
展
望
塔
は
勝
浦
市
を
代
表
す

る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、旅
行
業
者
へ

の
宣
伝
等
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に

行
い
、よ
り
多
く
の
お
客
様
に
ご
来
場
い

た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

植村　仁　次長 菅野　健司
常務理事（兼）所長
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勝浦市議会ではこんなことが決まりました！
◯12月定例会　会期　12月4日から12月14日まで11日間
出席議員の全員が賛成した議案等

令和５年12月定例会審議結果

議案番号 件　　　　名 付託委員会 結果

議案第５１号 専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て�
（令和５年度勝浦市一般会計補正予算について） 承認

議案第５３号 勝浦市公共施設等整備基金条例の制定について 総務文教 可決

議案第５４号 勝浦市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に�
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第５５号 勝浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に�
ついて 産業厚生 可決

議案第５７号 令和５年度勝浦市一般会計補正予算
総務文教
及び　　　
産業厚生

可決

議案第５８号 令和５年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 産業厚生 可決

議案第５９号 令和５年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算 産業厚生 可決

議案第６０号 令和５年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 産業厚生 可決

議案第６１号 市道路線の認定について 産業厚生 可決

議案第６２号 夷隅郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約の�
制定に関する協議について 総務文教 可決

議案第６３号 令和５年度勝浦市一般会計補正予算 可決

　議会報では、市民生活と深く係わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。
全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。
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●トピックス　その１
「書かない窓口」で窓口での手続き負担軽減！！
　窓口業務のデジタル化により、１月１５日から、市役所１階の市民課、高
齢者支援課、福祉課、税務課での一部事務手続きや証明書請求の際に手書
き書類の記入が不要となります。
　本人確認書類（マイナンバーカードなど）を窓口へ提示すると、職員が用
件を聞きとって書類を作成、その内容を確認することで手続きが完了する
ようになります。

議案の賛否（賛否が分かれた議案のみ掲載）

「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退席（棄権）、「除」は除斥、「－」は議長を表します。
※議長は、地方自治法の規定により採決に加わりません。

議案
番号 件　　　　名

付
託
委
員
会

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
戸
部　
薫

渡
辺　
ヒ
ロ
子

岩
瀬　
琢
弥

長
田　
悟

岩
瀬　
清

鈴
木　
克
已

狩
野　
光
一

久
我　
恵
子

寺
尾　
重
雄

戸
坂　
健
一

岩
瀬　
洋
男

松
﨑　
栄
二

末
吉　
定
夫

佐
藤　
啓
史

岩
瀬　
義
信

議案
第５２号

勝浦市副市長の定数の特例
に関する条例の制定につい
て

総務
文教 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

議案
第５６号

勝浦市芸術文化交流セ
ンター設置管理条例及
び勝浦市コミュニティ�
集会施設設置管理条例の一
部を改正する条例の制定に
ついて

総務
文教 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
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●トピックス　その２
搬入されるごみ処理に迅速に対応。
一般会計補正予算(第８号)を全会一致で可決。

●トピックス　その３
出産する被保険者の国民健康保険税の所得割額及び
均等割額が減額されます。

※令和５年１１月２３日、焼却施設の故障が発生し焼却機能が停止。
　損傷個所の修繕及び外部へのごみの搬出等について、予算の執行残を
　ふまえつつ必要な経費・財源について補正予算を編成、可決しました。
※予算総額は６１,５３９千円。内訳は、清掃センター工事請負費・維持
　補修工事費、一般廃棄物収集運搬費などが主な事業内容です。

　議案第５５号　勝浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制
定について

主な改正内容
　出産する被保険者の産前産後期間相当分（出産予定月の1か月前から出
産予定月の翌々月までの期間）の所得割額及び均等割額が減額されます。
　※多胎妊娠の場合は出産予定月の３か月前から

ポイント１．原則として世帯主からの届出によります。
ポイント２．施行期日は、令和６年１月１日から
ポイント３．�均等割額については、概ね３割（単胎出産の場合）が減額され

ます。
ポイント４．所得割額については、所得額によって変わります。

詳しくは、税務課までお問合せください。
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総務文教常任委員会

各常任委員会等の活動報告

・議案第５４号　�勝浦市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例の制定について

・議案第５５号　勝浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

・議案第５７号　令和５年度勝浦市一般会計補正予算（所管事項関係）

・議案第５８号　令和５年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算

・議案第５９号　令和５年度勝浦市後期高齢者医療特別会計補正予算

・議案第６０号　令和５年度介護保険特別会計補正予算

・議案第６１号　市道路線の認定について

　�　産業厚生常任委員会には以上７件が付託され、１２月１２日に委員会開催。審議の結

果、最終日の本会議において委員長から審査結果報告後採決を行い、全議案とも全員賛

成で原案のとおり可決されました。

産業厚生常任委員会

・議案第５２号　�勝浦市副市長の定数の特例に関する条例の制定について

・議案第５３号　勝浦市公共施設等整備基金条例の制定について

・議案第５６号　�勝浦市芸術文化交流センター設置管理条例及び勝浦市コミュニティ集会施

設設置管理条例の一部を改正する条例の制定について

・議案第５７号　令和５年度勝浦市一般会計補正予算（所管事項関係）

・議案第６２号　�夷隅郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する

協議について

　�　以上の５件の議案が付託され、１２月１１日に委員会を開催致しました。審議の結果議

案第５２号、５６号については賛成多数で原案のとおり可決、議案第５３号、５７号、６２

号については全員賛成で原案のとおり可決しました。
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　総務文教常任委員会では、令和５年１０月３１日、１１月１日の２日間、　行政視察を実
施しました。
　１日目の静岡県島田市では、賑わい交流拠点整備事業で建設された賑わい交流拠点施設
「ＫＡＤＯＤＥ　ＯＯＩＧＡＷＡ」を視察しました。
　２日目は、同県伊豆市で津波避難困難地域である松原公園周辺において、平常時は市民
や観光客の交流地点として活用し、災害時には、海水浴客、公園利用者、市民が安全に避難
できる施設、松原公園津波避難複合施設（Terrasse Orenge Toi）整備概要を視察しました。

総務文教常任委員会

各常任委員会等の活動報告

　産業厚生常任委員会では、令和５年１１月８日・９日の２日間、茨城県へ行政視察を実施し
ました。
　１日目の坂東市では「デマンドバス事業について」実証実験中の市外病院への運行状況や
導入の経緯、現状の問題点等について研修を行いました。
　２日目の境町では「自動運転バス実用化から１年。見えてきた成果と課題について」自動
運転バスを試乗し安全性の確認を行い、遠隔管理施設を会場として研修を行いました。

産業厚生常任委員会

【島田市現地視察】　�（伊豆市視察の様子：座学・現地視察）

【坂東市視察の様子】 【境町視察の様子】

行政視察を実施しました！

行政視察を実施しました！
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　令和５年１２月１４日に、勝浦市議会表彰選考委員会を開催し、後期分（令和５年７月
１日から１１月３０日の期間）の市内小中学校の児童・生徒を対象とした候補者を学校よ
り推薦していただき、選考審査をした結果、表彰者が決定しました。
　なお、表彰式につきましては、令和６年３月定例会の初日に、市役所５階の議場におい
て行われる予定です。

１．被表彰者　　豊浜ＳＢＣ（豊浜小学校５名・勝浦小学校１４名）
　　表彰基準　　第３４回千葉県小学生男女ソフトボール選手権大会優勝

勝浦市議会表彰選考委員会

12
月
６
日・７
日
の
２
日
間
、市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

12月6日
岩
瀬　
琢
弥　
議
員

①
災
害
時
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て　

久
我　
惠
子　
議
員

①�

認
定
特
定
創
業
支
援
等
事
業
の
状
況
お
よ
び
空
き
店

舗
等
活
用
支
援
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

②
予
防
伐
採
に
つ
い
て

③
防
災
無
線
に
つ
い
て

長
田　
悟　
　
議
員

①
本
市
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

②
各
事
業
の
方
向
性
と
財
源
確
保
に
つ
い
て

狩
野　
光
一　
議
員

①
急
傾
斜
地
や
崖
、樹
木
に
対
す
る
危
険
対
応
に
つ
い
て

②
脱
炭
素
化
推
進
事
業
に
つ
い
て

③
市
内
交
通
事
情
の
改
善
に
つ
い
て

12月7日
戸
部　
薫　
　
議
員

①
本
市
の
防
災
態
勢
の
現
状
及
び
課
題
に
つ
い
て

鈴
木　
克
已　
議
員

①
一
般
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

②�

市
役
所
窓
口
業
務
に
お
け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
効
率

化
に
つ
い
て

戸
坂　
健
一　
議
員

①�

勝
浦
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
に

つ
い
て

②
津
波
避
難
訓
練
に
つ
い
て

③�

勝
浦
市
き
れ
い
で
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
条
例
の
見

直
し
に
つ
い
て

岩
瀬　
清　
議
員

①
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

②�

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
に
つ
い
て

③
勝
浦
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て　

④
国
道
２
９
７
線
に
つ
い
て　

⑤
移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て　

⑥
市
職
員
の
市
外
か
ら
の
通
勤
に
つ
い
て　

⑦
教
育
行
政
に
つ
い
て　

一般質問の記事は、発言議員本人が要約したものです。
全文は、勝浦市議会会議録をご覧ください。
また、インターネット録画配信でもご覧いただけます。（各議員のＱＲコードを掲載しています。）
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災
害
対
応
と
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
つ
い
て

Ｑ
災
害
時
に
お
い
て
個
人
情

報
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
な
対
応

を
す
る
こ
と
に
なって
い
る
の
か
。

Ａ
個
人
情
報
保
護
制
度

の
全
国
統
一の
ル
ー
ル
及
び

防
災
分
野
に
お
け
る
個
人

情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る

指
針
に
基
づ
き
、災
害
対
応

を
行
い
ま
す
。市
と
し
て
は

消
防
、警
察
な
ど
関
係
機

関
と
と
も
に
、個
人
情
報
保

護
に
配
慮
す
る
と
同
時
に
、

個
人
情
報
を
活
用
し
、安
否

不
明
者
の
捜
索
、被
災
者
の

救
助
活
動
等
に
当
た
り
ま

す
。Ｑ

ふ
だ
ん
は
民
間
人
で
す
が
、

公
益
性
の
高
い
役
割
を
担
う

方
々
と
情
報
の
提
供
、共
有
を

す
る
場
合
、情
報
漏
え
い
の
心

配
が
な
い
か
。

Ａ
避
難
支
援
関
係
者
に

は
、名
簿
に
登
載
さ
れ
た
個

人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

Ｑ
災
害
時
に
利
用
が
想

定
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報

に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る

の
か
。

Ａ
個
人
情
報
は
、住
所
、

氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、電

話
番
号
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

家
族
構
成
、病
歴
、障
害
な

ど
、特
定
の
個
人
の
情
報
で

あ
る
こ
と
を
識
別
で
き
る

情
報
で
す
。氏
名
、住
所
等

を
公
表
す
る
と
、本
人
や
そ

の
家
族
の
生
命
、身
体
が
危

険
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
場
合
、公
表
対
象
者

か
ら
除
外
す
る
な
ど
、よ
り

慎
重
な
個
人
情
報
の
取
扱

い
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
医
療
機
関
や
通
信
事

業
者
と
連
携
す
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ
医
療
事
業
者
は
治
療

の
た
め
必
要
な
治
療
歴
等

の
情
報
を
家
族
等
か
ら
取

得
し
、救
命
治
療
に
当
た
り

ま
す
。Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情
報
は

取
得
す
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
に
限
り
、警
察
、消

防
等
、救
助
機
関
に
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

Ｑ
外
国
人
が
い
る
場
合
、

通
訳
で
き
る
人
材
が
必
要

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
千
葉
県
で
は
、千
葉
県

災
害
時
多
言
語
セ
ン
タ
ー

が
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
て
、

外
国
人
へ
の
情
報
発
信
等

を
行
い
ま
す
。市
は
、通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
と

と
も
に
支
援
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
。

Ａ
今
後
、個
人
情
報
取
扱

い
に
特
化
し
た
訓
練
等
を

実
施
し
て

ま
い
り

た
い
と

存
じ
ま
す
。

認
定
特
定
創
業
支
援
等

事
業
の
状
況
及
び
空
き

店
舗
等
活
用
支
援
補
助

金
に
つ
い
て

Ｑ
空
き
店
舗
等
活
用
事
業

の
市
独
自
の
支
援
内
容
の
拡

充
や
、補
助
金
の
増
額
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
勝
浦
市
中
小
企
業
融
資

に
関
す
る
条
例
を
定
め
、金

融
機
関
と
連
携
し
た
制
度
融

資
と
利
子
補
給
を
実
施
。さ

ら
に
日
本
政
策
金
融
公
庫
か

ら
の
融
資
の
利
子
補
給
を
し

て
い
る
。空
き
店
舗
等
活
用

事
業
補
助
金
の
増
額
に
つ
い

て
は
、猛
暑
日
の
無
い
ま
ち
と

し
て
本
市
へ
の
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
今
、支
援
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
は
重
用
と
考
え
る
。

予
防
伐
採
に
つ
い
て

Ｑ
令
和
元
年
房
総
半
島
台

風
は
、樹
木
の
倒
木
に
よ
る

電
柱
の
破
損
や
断
線
等
で
、

市
内
に
お
い
て
も
、電
力
の

復
旧
ま
で
に
多
く
の
日
数
を

要
し
た
。あ
ら
か
じ
め
電
線

近
く
の
樹
木
を
伐
採
し
、停

電
予
防
と
す
る
予
防
伐
採
に

つ
い
て
の
お
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

Ａ
台
風
を
は
じ
め
と
す
る

自
然
災
害
に
よ
る
停
電
は
、

倒
木
に
起
因
す
る
も
の
が
多

く
、防
災
の
観
点
か
ら
、電
線

や
道
路
に
倒
木
が
予
見
さ
れ

る
樹
木
の
伐
採
等
を
、電
気

事
業
者
等
関
係
者
と
と
も
に

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
必
用
と
考
え
る
。

防
災
無
線
に
つ
い
て

Ｑ
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
改
修
事
業
に
よ
り
、

以
前
と
同
様
の
箇
所
に
屋
外

拡
声
子
局
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
地
区
で
は
、改
修
後
、音

声
が
聞
こ
え
づ
ら
く
な
く
な
っ

た
。こ
れ
に
対
応
す
る
た
め

に
、防
災
行
政
無
線
と
同
じ

内
容
を
伝
え
る
無
料
の
防
災

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

が
有
効
と
考
え
る
。市
の
お

考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
防
災
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ

ス
は
、電
話
で
防
災
行
政
無

線
の
放
送
内
容
を
確
認
で
き

る
た
め
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
機
器
に
不
慣
れ
な
方
に
も

利
用
し
や
す
い
と
考
え
る
。

市
民
誰
し
も
が
確
実
に
防
災

情
報
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

伝
達
手
段
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ
以
前
と
同
じ
場
所
に
屋

外
拡
声
子
局
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
９
箇
所
の
設
置
予
定

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

Ａ
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
発
生
し
た
難

聴
地
区
の
解
消
に
つ
い
て
は

来
年
度
中
を
目
途
に
取
り

組
ん
で
ま

い
り
た
い
。

久我惠子議員

岩瀬琢弥議員
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脱
炭
素
化
推
進
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
市
役
所
に
機
器
を
設

置
し
て
、食
品
ロ
ス
削
減
の

検
証
を
行
っ
て
い
る
が
、４

カ
月
を
経
過
し
た
現
在
の

実
績
と
こ
れ
に
対
す
る
評

価
は
？

Ａ
設
置
は
食
品
ロ
ス
の
削

減
と
併
せ
、意
識
の
醸
成
が

目
的
。実
績
は
10
月
末
時
点

で
食
品
ロ
ス
削
減
７
３
４
品
、

Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
１
９
４
㎏
Ｃ

Ｏ
２
で
あ
り
、一定
の
効
果
あ

り
と
評
価
し
て
い
る
。

Ｑ
数
値
に
機
器
の
電
力

消
費
や
輸
送
時
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
は
算
入
さ
れ
て
い
る

か
？Ａ食

品
が
消
費
さ
れ
ず
廃

棄
、焼
却
さ
れ
る
ま
で
の
排

出
量
で
あ
り
電
力
や
輸
送

排
出
は
算
入
さ
れ
て
い
な
い
。

Ｑ
そ
れ
ら
を
含
め
た
排
出

量
を
把
握
し
な
け
れ
ば
、今

後
の
計
画
上
の
数
値
に
影

響
が
出
る
の
で
は
な
い
か
？

Ａ（
食
品
ロ
ス
削
減
に
由

来
す
る
数
値
だ
け
で
も
）今

回
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
、計

画
策
定
時
の
参
考
と
し
て

活
用
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

市
内
交
通
事
情
の
改
善
に

つ
い
て

Ｑ
交
通
事
情
の
改
善
は

市
の
重
要
な
課
題
で
あ
り

自
身
こ
れ
ま
で
に
二
度
に
わ

た
り
一
般
質
問
で
、そ
の
進

捗
を
尋
ね
て
き
た
が
、い
ず

れ
も「
検
討
協
議
を
継
続

す
る
」と
い
う
主
旨
の
回
答

で
あ
っ
た
。以
来
だ
い
ぶ
時

間
が
経
過
し
て
い
る
が
現

在
の
進
捗
状
況
は
い
か
が

か
？Ａ令

和
５
年
２
月
に
策
定

し
た
勝
浦
市
地
域
公
共
交

通
計
画
に
基
き
事
業
を
展

開
し
て
い
く
。来
年
９
月
の

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
契
約
の

満
了
を
見
据
え
、市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
や
地
区
懇
談
会
の

結
果
を
踏
ま
え
て
様
々
な

検
討
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
市
の
努
力
は
承
知
し

て
い
る
が
、残
念
な
が
ら
評

価
で
き
る
結
果
に
至
っ
て
い

な
い
。先
日「
自
家
用
車
有

償
旅
客
運
送
」制
度
を
活

用
し
交
通
事
情
の
改
善
に

成
果
を
あ
げ
て
い
る
地
域

を
視
察
し
て
き
た
。こ
れ
ま

で
の
取
組
で
大
き
な
効
果

が
得
ら
れ
て
い
な
い
本
市

の
現
状
を
踏
ま
え
、こ
う
し

た
新
し
い
手
法
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
？

Ａ
全
国
的
に
も
様
々
な
施

策
が
行
わ
れ
て
い
る
中
で

「
自
家
用
車
有
償
旅
客
運

送
」も
含
め
て
、他
自
治
体

例
の
参
照
、交
通
事
業
者
と

の
協
議
を
重
ね
な
が
ら
検

討
を
進
め

て
ま
い
り

た
い
。

本
市
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

Ｑ
農
林
業
に
お
け
る
前
期

基
本
計
画
の
令
和
８
年
度
ま

で
の
成
果
指
標
は
、認
定
農
業

者
数
18
経
営
体
、新
規
就
農

者
６
経
営
体
、経
営
耕
地
面

積
３
４
，６
０
８
ア
ー
ル
と
さ

れ
て
い
る
が
、現
在
の
成
果
指

標
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

Ａ
新
規
認
定
農
業
者
１

名
の
増
、新
規
就
農
者
０

経
営
体
、経
営
耕
地
面
積

は
、農
林
業
セ
ン
サ
ス
数

値
の
た
め
示
せ
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。

Ｑ
現
在
の
経
営
耕
地
面

積
は
20
年
前（
平
成
12
年
）

６
４
，７
２
４
ア
ー
ル
と
比

べ
、３
０
，１
１
６
ア
ー
ル

の
減
、田
ん
ぼ
に
お
い
て

は
２
２
，０
９
１
ア
ー
ル
の

減
、約
４
割
が
休
耕
田
と

な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

休
耕
田
問
題
は
本
市
の
大

き
な
問
題
で
す
。

　

米
価
の
下
落
、肥
料
等

の
高
騰
、後
継
者
不
足
、農

業
に
対
す
る
農
業
機
械
の

高
価
格
の
対
策
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
農
作
業

を
支
援
す
る
こ
と
で
、経

営
耕
地
面
積
の
維
持
、集

落
営
農
の
設
立
に
繋
が
る

の
で
は
な
い
か
お
伺
い
し

ま
す
。

Ａ
集
落
営
農
は
、地
域
の

農
家
が
農
業
生
産
を
共
同

し
て
行
う
営
農
活
動
で
あ

り
、農
地
の
利
用
集
積
に
よ

る
作
業
の
効
率
化
、機
械
・

施
設
の
共
同
利
用
に
よ
る

生
産
コ
ス
ト
の
低
減
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

 

農
作
業
の
グ
ル
ー
プ
化
は

集
落
営
農
の
推
進
と
関
連

す
る
部
分
が
あ
る
と
感
じ

る
の
で
今
後
、有
効
性
、実

効
性
を
研
究

し
て
参
り
た

い
。各

事
業
の
方
向
性
と
財
源

確
保
に
つ
い
て

Ｑ
本
市
各
事
業
の
方
向

性
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。Ａ総

合
計
画
に
お
い
て
そ

の
方
向
性
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

例
と
し
て
、ご
み
処
理
施
設
、

し
尿
処
理
施
設
は
、広
域
で

の
処
理
体
制
、民
間
委
託

等
の
検
討
を
進
め
る
。水
道

事
業
は
事
業
統
合
の
協
議
、

道
路
整
備
は
関
係
機
関
に

要
請
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
本
市
必
須
の
事
業
に

つ
い
て
、そ
の
目
的
達
成
の

た
め
の
財
源
と
し
て
基
金

を
設
立
す
る
こ
と
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
目
標
に
向
か
っ
て
の

事
業
費
の
財
源
確
保
に
当

た
り
、基
金
設
置
を
含
め
検

討・努
力
を
積
み
重
ね
て
い

き
ま
す
。

狩野光一議員

長田　悟議員
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一
般
廃
棄
物
処
理
に
関
す

る
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

Ｑ
９
月
議
会
で
、今
後

の
可
燃
ご
み
処
理
を
、現

在
、整
備
を
計
画
し
て
い

る
市
原
市
へ
、処
理
委
託

の
申
し
出
を
し
た
と
の

報
告
が
あ
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

 

９
月
議
会
で
報
告
す
る
ま
で

の
間
、議
員
及
び
議
会
に
対
し

て
、何
故
、説
明
が
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
。

Ａ
市
原
市
か
ら
は
、７
月

10
日
付
け
で
協
議
を
行
う
旨

の
回
答
を
得
て
い
た
が
、今

後
の
進
め
方
や
公
表
時
期
な

ど
に
つ
い
て
２
市
２
町
で
慎

重
に
検
討
し
、議
員
や
市
民

に
対
し
て
は
、９
月
議
会
で

公
に
し
た
も
の
で
す
。

Ｑ
市
原
市
へ
の
申
し
入
れ

を
行
う
前
に
、勝
浦
市
と
し
て

の
方
向
性
を
決
定
し
て
か
ら

す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
市
長
就
任
以
来
、ゴ
ミ

処
理
施
設
問
題
は
、最
初
に

取
り
組
む
べ
き
も
の
と
し
て
、

常
に
危
機
感
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
き
た
。本
件
に
つ
い

て
は
、２
市
２
町
の
首
長
と

の
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
協

議
を
踏
ま
え
、市
長
と
し
て

最
善
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

Ｑ
市
原
市
に
委
託
す
る
予

定
の
ゴ
ミ
の
種
別
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
対
応
を
考
え
て
い
る

か
伺
う
。

Ａ
委
託
す
る
ゴ
ミ
は
、可

燃
ご
み
で
あ
り
、そ
の
他
の

資
源
ご
み
、不
燃
ご
み
な
ど

に
つ
い
て
は
本
市
で
処
理
す

る
こ
と
か
ら
、ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
や
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
な
ど

の
施
設
整
備
に
つ
い
て
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
管
理
運
営
の
計
画
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
。

市
役
所
窓
口
業
務
に
お

け
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

効
率
化
に
つ
い
て

Ｑ
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口（
総

合
窓
口
）の
設
置
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

Ａ
令
和
６
年
１
月
に
、窓

口
業
務
の
改
善
を
図
る
。

　

具
体
的
に
は
、申
請
書
の

記
載
を
省
略
す
る「
書
か
な

い
窓
口
」の
導
入
と
、証
明

書
の
自
動
交
付
機
を
ロ
ビ
ー

に
設
置
す
る
。

　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
は
、

来
庁
者
へ
の
負
担
軽
減
、手

続
き
の
円
滑
化
が
求
め
ら
れ

る
が
、こ
の
た
め
の
職
員
育

成
や
配
置
、組
織
改
編
な
ど

検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ

る
。

本
市
の
防
災
体
制
の
現

状
、及
び
課
題
に
つ
い
て

Ｑ
市
民
に
と
っ
て一番
大
切

な
生
命
を
守
る
施
策
、即
ち
自

然
災
害
か
ら
市
民
の
命
を
守

る
防
災
態
勢
の
充
実
に
向
け

て
伺
い
ま
す
。第一に
、津
波
に

対
す
る
本
市
の
防
災
態
勢
の

現
状
、及
び
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
本
市
に
最
大
ク
ラ
ス
の

津
波
を
も
た
ら
す
と
想
定
さ

れ
る
相
模
ト
ラ
フ
沿
い
地
震
等

に
対
す
る
備
え
を
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
対
策
を
進
め

て
い
ま
す
。ハ
ー
ド
面
で
は
避

難
所
の
整
備
、防
災
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
改
修
等
、ソ
フ
ト
面

で
は
、総
合
防
災
ブ
ッ
ク
の
作

製・配
布
、避
難
所
物
資
等
の

充
実
、津
波
避
難
訓
練
の
実
施

な
ど
を
主
と
し
て
防
災
態
勢

の
整
備・強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。Ｑ

次
に
、河
川
の
氾
濫
防
止

対
策
や
土
砂
崩
れ
防
止
対
策

の
現
状
、及
び
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

土
砂
崩
れ
防
止
対
策
は
、特
に

道
路
へ
の
土
砂
流
入
防
止
対

策
を
中
心
に
伺
い
ま
す
。

Ａ
河
川
及
び
市
道
の
土
砂

崩
れ
に
つ
い
て
は
、定
期
的
な

も
の
と
大
雨
時
に
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
、状
況
確
認
を
行
っ

て
い
ま
す
。市
道
に
つ
い
て
は

「
防
災
カ
ル
テ
に
よ
り
監
視
強

化
」の
判
定
が
あ
り
、状
況
変

化
が
生
じ
た
場
合
や
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
に
よ
り
危
険
と
判
断

し
た
箇
所
に
つ
い
て
対
策
工
事

を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
後
も

市
民
の
安
全
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

Ｑ
次
に
、災
害
防
止
の
た
め

に
懸
命
に
働
い
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
消
防
団
組
織
の
現
状
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
消
防
団
組
織
は
、勝
浦
市

消
防
団
条
例
第
６
条
の
規
定

に
よ
り
に
よ
り
本
部
と
、第
１

分
団
か
ら
第
６
分
団
の
合
計

で
４
２
３
人
の
組
織
構
成
で
す
。

こ
れ
に
対
し
令
和
５
年
度
の

団
員
数
は
３
７
４
人
で
49
人
の

欠
員
で
す
。令
和
４
年
度
か
ら

は
、火
災
や
災
害
時
に
限
り
活

動
す
る
機
能
別
消
防
団
員
制

度
を
創
設
し
、団
員
定
数
の
充

足
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
火
災
等
が
起
こ
れ
ば
消

防
団
員
は
、自
分
の
仕
事
を
や

め
て
現
場
に
急
行
し
活
動
す

る
訳
で
、団
員
に
対
す
る
処
遇

改
善
が
必
要
と
思
い
ま
す
。現

状
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
国
が
定
め
る
団
員
の
階

級
に
あ
る
者
の
年
額
報
酬
は
、

３
万
６
５
０
０
円
、本
市
の一般

団
員
は
２
万
８
千
円
で
す
。消

防
団
員
の
処
遇
改
善
に
向
け

早
急
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

クリーンセンター

戸部　薫議員

鈴木克己議員
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移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て

Ｑ
勝
浦
市
で
は
人
口
減

少
対
策
の
一
環
と
し
て
、移

住
定
住
を
促
進
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、ど
の
よ
う

な
取
組
み
を
さ
れ
て
き
た

の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
こ
れ
ま
で
、全
国
的
な

移
住
定
住
イ
ベ
ン
ト
等
へ

の
参
加
、住
宅
環
境
を
確
保

す
る
た
め
の
若
者
等
定
住

促
進
奨
励
金
や
、移
住
支

援
事
業
支
援
金
の
支
給
な

ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。今

年
度
に
お
い
て
は
、空
き
家

活
用
を
推
進
す
る
た
め
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採

用
し
、移
住
希
望
者
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
移
住
フ
ェ
ア
を

開
催
す
る
な
ど
の
取
組
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

市
役
所
職
員
の
市
外
か

ら
の
通
勤
に
つ
い
て

Ｑ
勝
浦
市
で
は
移
住
定

住
を
促
進
し
て
い
る
な
か
、

か
な
り
の
数（
約
３
分
の
１
）

の
市
職
員
が
市
外
か
ら
通

勤
し
て
い
る
が
、こ
の
状
況

を
ど
の
様
に
考
え
る
か
伺

い
ま
す
。

Ａ
市
外
か
ら
多
く
の
職

員
が
通
勤
し
て
い
る
状
況

に
つ
い
て
は
、職
員
の
居
住

地
に
つ
い
て
は
、居
住・移
転

の
自
由
が
憲
法
で
保
障
さ

れ
て
お
り
、個
々
の
家
庭
事

情
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、人

口
減
少
理
由
に
、職
員
に
対

し
市
内
へ
の
居
住
を
求
め

る
事
は
、困
難
と
考
え
ま
す
。

勝
浦
市
の
教
育
行
政
に
つ
い
て

Ｑ
教
育
長
は
再
選
出
に

あ
た
り
、今
後
の
勝
浦
市
の

教
育
行
政
の
長
と
し
て
、任

期
３
年
間
を
ど
の
様
な
考

え
で
職
務
を
遂
行
さ
れ
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。又
、

前
回
の
定
例
議
会
に
於
い

て
、市
立
学
校
の
賛
助
会

費
に
つ
い
て
質
問
致
し
ま

し
た
が
、今
後
、賛
助
会
費

に
つ
い
て
ど
の
様
に
考
え

る
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
勝
浦
市
総
合
計
画
を

上
位
計
画
と
し
た
勝
浦
市

教
育
大
綱
に
基
づ
き
、「『
学

び
』『
絆
』あ
ふ
れ
る
勝
浦
」を

基
本
理
念
と
し
て
、生
き
る

力
を
育
む
学
校
教
育
の
推

進
、並
び
に
地
域
の
活
力
を

育
む
生
涯
学
習
の
推
進
を

基
本
目
標
と
し
て
、職
務
を

遂
行
し
て
い
く
所
存
で
す
。

 

賛
助
会
費
に
つ
い
て
は
、地

域
で
の
取
決
め
の
た
め
答

弁
す
る
立
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、市
と
し
ま
し
て
は
、

賛
助
会
費
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
必
要
な
教
育
予
算
を

計
上
し
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
つ
い
て

国
道
２
９
７
号
線
に
つ
い
て

勝
浦
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
対
策
行
動
計
画
に
つ

い
てＱ

勝
浦
市
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画（
以

下
、行
動
計
画
）は
、新
型
コ

ロ
ナ
や
今
後
予
想
さ
れ
る
感

染
症
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
す

る
重
要
な
行
動
計
画
だ
。今

後
に
備
え
、時
代
に
即
し
た

見
直
し
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
如
何
か
。

Ａ
こ
の
行
動
計
画
は
、世

界
的
大
流
行
に
な
る
よ
う
な

ウ
イ
ル
ス
等
に
対
す
る
行
動

計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、国
や

県
と
の
密
接
な
連
携
を
前
提

と
し
て
見
直
し
を
図
る
。

Ｑ
現
行
動
計
画
に
基
づ
く

市
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
記
録
の
公
表
に
つ
い
て
は
、

今
後
重
要
な
指
針
と
も
な
る
。

記
録
の
公
表
を
い
つ
ど
の
よ

う
な
形
で
行
う
か
伺
う
。

Ａ
こ
れ
ま
で
の
記
録
や
資

料
を
整
理
し
、し
っ
か
り
と
取

り
纏
め
た
上
で
、来
年
度
に

は
公
表
し
た
い
。

Ｑ
令
和
２
年
１
月
29
日
の

中
国
武
漢
帰
国
者
受
け
入
れ

に
つ
い
て
の
記
録
も
、重
要
な

出
来
事
で
あ
り
市
の
公
式
記

録
と
し
て
公
表
す
べ
き
と
考

え
る
が
如
何
か
。

Ａ
市
に
関
わ
る
記
録
に
つ

い
て
は
公
表
し
た
い
。

勝
浦
市
き
れ
い
で
住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
条
例
の
見
直

し
に
つ
い
て

Ｑ
勝
浦
市
き
れ
い
で
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
条
例（
以

下
条
例
）を
見
直
す
べ
き
だ
。

特
に
、近
年
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
て
い
る
生
活
騒
音
や
生
活

悪
臭
の
規
定
を
盛
り
込
み
、

真
に
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
お
考
え
を
伺
う
。

Ａ
条
例
制
定
以
降
か
な
り

の
年
数
が
経
っ
て
お
り
、市

に
対
す
る
苦
情
相
談
も
増
加

し
て
い
る
。従
っ
て
、他
の
自

治
体
の
先
進
事
例
を
参
考
に

し
な
が
ら
条
例
の
改
正
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ
生
活
騒
音
や
生
活
悪
臭

に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
は
、市
民

に
と
っ
て
は
相
談
窓
口
も
わ

か
ら
ず
対
応
が
難
し
い
。市

民
や
関
係
者
に
と
っ
て
拠
り

所
と
な
る
一
刻
も
早
い
条
例

改
正
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
条
例
改
正
や
新
た
な
条

例
制
定
が
市
民
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
も

含
め
、先
進
事
例
を
参
考
に

研
究
す
る
。

岩瀬清議員

戸坂健一議員
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

１１月1日

８・９日
９日
１３日
１５日
２１日
２２日

２９日

１２月４日
　６日
７日
８日
１１日
１２日
１４日

２０日
２２日
２５日
２６日
　　

令和６年
１月５日
７日

　１１日
　１7日
２４日
２５日

２６日

３０・３１日

総務文教常任委員会行政視察（静岡県島田市・
伊豆市）※１０月３１日～
産業厚生常任委員会行政視察（茨城県坂東市・境町）
千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会（千葉市）
全国過疎地域連盟総会（東京都）
国民健康保険事業の運営に関する協議会
夷隅郡市負担金審議特別委員会（いすみ市）
勝浦市芸術文化交流センター運営協議会・
介護保険運営協議会
議会運営委員会

本会議　初日　・全員説明会
本会議　一般質問
本会議　一般質問
本会議　質疑　・全員説明会・議会運営委員会
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会
本会議　最終日
表彰選考委員会・広報広聴常任委員会
議会改革検討委員会

介護保険運営協議会
広報広聴常任委員会（対談）
総合開発審議会
歳末特別警戒出動式

消防団出初式
二十歳を祝う集い
交通安全祈願祭（遠見岬神社）
広報広聴常任委員会
千葉県市議会議長会研修会（千葉市）
全員協議会
千葉県南市議会議長会議員研修会（館山市）
千葉県後期高齢者医療広域連合議会
議会運営委員会・全員協議会（千葉市）
千葉県南市議会議長会正副議長研修
（静岡県藤枝市）

私たちは、議会だよりをもっと皆さんに読んでいただけるように、また読みやすいように工夫していま
すが、どうしても作る側の視点になってしまいます。ですから、皆さんのご意見ご感想をたくさんいただ
いて反映していけたらと思っています。そうして一緒になって「みんなのギカイ」を作っていこうではあ
りませんか。
� 広報広聴常任委員　岩瀬　琢弥

お問い合わせは、勝浦市広報広聴常任委員会（７３－６６６２）まで

勝浦市ホームページ　 http://www.city.katsuura.lg.jp

ＱＲコードは
ここだよ！

きみの未来、あなたの未来

議 会 の う ご き

編集 後記

僕は今までたくさんの出会いと別れを経験して
きました。ここまでこられたのは、いつも助けてく
れる先生方や、家族のおかげです。先生や家族は、
大変な仕事をしながらも自分たちに優しく接して
くれます。そんな大人たちを僕はすごいと思いま
す。僕もまもなく高校生になり、高校を卒業したら
もう成人です。僕の夢は、誰にでも優しくて、強い
志で何事にも全力で取り組める自分になることで
す。今はまだ無理でも、これから頑張り、素敵な人
になりたいです。勝浦中学校　３年

佐
さ
久
く
間
ま
　 海

かい
吏
り
さん

議会のうごきについて報告します
（令和５年１１月～令和６年１月）
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